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研究成果の概要（和文）：2019年は日本語教師教育の先行研究をまとめた。さらに文化審議会国語分科会「日本
語教育人材の養成・研修のあり方について」の教師に求められる「知識」「技能」「態度」を検討した。2020年
は、想定外の事態における教師の対応を研究した。省察及び”Second Language Teacher Education” （Burns 
& Richards，2009）を参考にそのモデル案を作成した。最終年度は、教師教育に関する研究メンバーの課題とそ
れに関する議論を行った。並行して”Educating Second Language Teachers”(Donald Freeman,2016)の検討を
行った。

研究成果の概要（英文）：In 2019, we summarized previous research on the theme of teacher education 
in Japanese language education. In 2020, we focused on teacher behavior in the classroom. 
Specifically, we focused on teachers' responses to unexpected situations in the classroom. A draft 
model was developed with reference to reflection and "Second Language Teacher Education" (Burns & 
Richards, 2009). In the final year of the project, each research member discussed issues related to 
teacher education and their related issues. In this discussion, we discussed issues related to 
teacher education. In parallel, we examined teacher education in "Educating Second Language 
Teachers" (Donald Freeman, 2016).

研究分野：日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
言語教師教育は他の科目の教師教育より複雑であるため教師教育研究が多くない。複雑さの理由は、言語という
教科のもとになる学問分野が多岐に分かれているためである。日本語教育では、言語学、日本語学、文学、心理
学、異文化教育学など、教師教育には多くの分野の知識が求められる。さらに知識だけではなく、学習者に学習
目標に到達できるように指導する技術も求められる。この点に着目し本研究は教師の身体表現や内省について焦
点をあてて進めた。本研究は「教えることを教える」困難さについて一定の研究成果を出すことができたと考え
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

(1) 文化庁では、2016 年度から文化審議会国語分科会において、日本語教育人材の養成や研修

の在り方 

について検討を進めてた。その検討結果を 2019 年に「日本語教育人材の養成・研修の在り方に

ついて（報告）」として取りまとめ発表した。日本語教師の養成については 2000 年の「日本語

教育のための教員養成について」を基本的な指針として大学等の日本語教師養成機関において

実施されてきた。しかし、時代の変化とともにさまざまな課題生じてきたのが 2019 年の報告を

発表した経緯である。 

(2) 日本語教育では、技術的熟達者志向の教師トレーニングから教師自身の省察による教の成

長重視の 

教師養成や研修に変化してきた。しかし、授業において臨機応変に適切な方法を選択・創造で

きる教師の「適応的熟達化」の育成は省察ができる教師育成と同様重要な視点である。本研究

は、技術的熟達者と省察的実践家という教師像を相互補完的に捉え、教師教育者に焦点をあて

研究を開始した。 

 

2. 研究の目的 

(1)本研究は日本語教育における①教師教育者の資質、②教師教育者の養成モデルを明らかにす

ることを当初の目的とした。研究期間が短いため、入門期の日本語教育に限定した。その理由

は、日本語学習者にとって入門期が学習意欲形成に重要な時期であり、教師にとっては入門期

特有の指導技術が求められるからである。 

(2)2019 年度末ごろから新型コロナウイルス（COVID-19）感染の問題があり当初の計画どおり

の研究が進められなくなった。そこで、日本語教育における①教師教育者が抱える問題点、②

教師教育における内容（特に省察）の 2点を明らかにすることに修正した。 

 

3. 研究の方法 

「技術的熟達者」と「省察的実践家」の相互補完的な教師像を念頭に、教師教育者自身の実践を

分析することにより教師教育者の資質とその養成モデルを考察した。日本語教育において教授

技術が最も必要とされる日本語入門レベルのクラスに対応できる教師（図 1）の養成・研修がで

きる人材（教師教育者）に限定して行った。2019 年度末から新型コロナウイルス感染予防のた

め対面での研修実施ができなかっため、急遽、文献のレビューや教師教育モデルの理論について

研究メンバーで議論を行った。 

 

 

 



 

 

【図１ 授業実践（計画段階を含む）の分析（編みかけ部分が教師教育者の関与部分）】 

 

 

        

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
４．研究成果 
 

(1)2019 年度 

1.日本語教育における教師教育研究のレビューを行った。分析結果は韓国建国大学で開催され

た研究会で口頭発表し、その内容を「日本語・日本文化研究」に発表した。 

2.文化審議会国語分科会「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）」改訂版（2019

年 3月）において教師に求められる「知識」「技能」「態度」について OECD-DeSeCo が示すコンピ

テンシー等を参考に研究グループ内で検討した。 

3.日本語教師研修の内容構築に活用できる研修案をインストラクショナル・デザインに基づき

作成し、2019 年度日本語教育学会春季大会（2019 年 5月）に口頭発表した。 

4.日本語教師研修の内容構築のためのリストを作成し、2019 年度日本語教育学会秋季大会（2019

年 11 月）にポスター発表を行った。 

5.大学が実施する日本語教師養成コースの教育実習の分析を行った。実習における教師役であ

る実習生と学習者のインターアクションに注目し、そこから教師の有すべき知識について研究

グループ内で検討した。 

 

(2)2020 年度 

1.2019 年度に行った（上述の 2）教師に求められる「知識」「技能」「態度」について検討したこ

とを日本教師教育学会（2020 年 9月）に発表した。 

2.2019 年度に行った（上述の 5）授業中における教師と学習者のインターアクションの中で、特

に教師が想定していなかった事態に対する教師の対応を検討し図式化を試みた。この内容は、

2020 年度日本語教育学会秋季大会（2020 年 11 月）に口頭発表した。 
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3.ドナルド・A・ショーンの『省察的実践とは何か』、『省察的実践者の教育』及び Burns & Richards

『Second Language Teacher Education』を参考に、省察（reflection）の検討を行った。 

 

(3)2021 年度 

1.教師養成と現職者研修について、教師教育に関する各メンバーの実践現場の現状と問題点に

ついて検討した。 

2.身体表現を主とした教師研修プログラムにおける講師に対する内省の聞きとりを実施した。 

3.Donald Freeman『Educating Second Language Teachers』における教師教育の内容の検討を行

った。 

 

<引用文献> 

ドナルド・A・ショーン（2007）『省察的実践とは何か-プロフェッショナルの行為と思考』鳳書
房 
ドナルド・A・ショーン（2017）『省察的実践者の教育－プロフェッショナルスクールの実践と理
論』鳳書房 
Anne Burns & Jack C.Richards(2009)『Second Language Teacher Education』Cambridge 
University Press 
Donald Freeman（2016）『Educating Second Language Teachers』Oxford University Press 
 
[その他] 
リモートで実施した科研メンバー内の研究会の概要等及び成果内容を以下に置く。 
https://drive.google.com/drive/folders/1Vy2H1wj70KBwSWHR6jGy4lgVH9pA6GZc?usp=sharing 
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